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ソリューションの概要

AXIS FA4115

AXIS FA1125

AXIS FA1105

AXIS FA4115 AXIS FA54
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製品概要

1 2

5

3
4

6
7

8

9

10

1 ステータスLED
2 RJ12コネクター (×4)
3 HDMI、
4 音声入力 (×2)
5 音声出力
6 I/Oコネクター
7 電源コネクター
8 ネットワークコネクタ (DC入力)
9 コントロールボタン
10 microSDカードスロット

センサーユニットを接続する

センサーユニットをメインユニットに接続するときは、メインユニットの電源を入れる前に接続
を行うことをお勧めします。センサーユニットを取り外し、別のセンサーユニットを接続する場
合、メインユニットを再起動する必要があります。

セセンンササーーユユニニッットトののケケーーブブルルをを短短くくすするる

注
• センサーユニットのケーブルは延長したり分割したりすることはできません。
• センサーユニットのケーブルを配線するとき、最小曲げ半径は40 mmです。

センサーユニットには、ケーブルが接続されています。このケーブルを短くする場合は、以下の
手順に従ってください。

1. センサーユニットからケーブルの長さを測定し、希望の長さで切断します。
2. ケーブルの端から、プラスチックの外部被覆を剥ぎ取ります。
3. シールドを剥きます。
4. 色分けされたワイヤを以下の順序で平らに並べます。

1 茶

2 白/茶

3 使用しない

4 使用しない

5 白/青

6 青

AXIS FA54 Main Unit
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5. ワイヤーをシールド付き6P6C RJ12コネクターに差し込みます。

注意
ワイヤーが正しい順序に並び、ケーブルシールドがコネクターシールドときちんと接触してい
ることを確認します。
6. 圧着工具を使用して、コネクターをケーブルに固定します。

AXIS FA54 Main Unit
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ネットワーク上のデバイスを検索する

Windows®で検索したAxisデバイスにIPアドレスの割り当てを行うには、AXIS IP Utilityまたは
AXIS Device Managerを使用します。いずれのアプリケーションも無料で、axis.com/supportから
ダウンロードできます。

IPアドレスの検索や割り当てを行う方法の詳細については、IPアドレスの割り当てとデバイスへの
アクセス⽅法を参照してください。

装置のwebインターフェースを開く

1. ブラウザーを開き、Axis装置のIPアドレスまたはホスト名を入力します。
本製品のIPアドレスが不明な場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用し
て、ネットワーク上のデバイスを見つけます。

2. ユーザー名とパスワードを入力します。装置に初めてアクセスする場合は、管理者アカウ
ントを作成する必要があります。管理者アカウントを作成する, on page 6を参照してくだ
さい。

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースのすべての機能および設定に関する説明は、AXIS
OS Webインターフェースのヘルプを参照してください。

安全なパスワード

重要
ネットワーク上でパスワードやその他の機密設定を行う場合は、HTTPS (デフォルトで有効に
なっています) を使用してください。HTTPSを使用すると、安全で暗号化された形でネットワー
クに接続できるため、パスワードなどの機密データを保護できます。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタ
イプのインストールで使用できるようにするためパスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことが強く推奨されています。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。
• パスワードを公開しない。
• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

管管理理者者アアカカウウンントトをを作作成成すするる

装置に初めてログインするときには、管理者アカウントを作成する必要があります。

1. ユーザー名を入力してください。
2. パスワードを入力します。安全なパスワード, on page 6を参照してください。
3. パスワードを再入力します。
4. 使用許諾契約書に同意します。
5. [ AAdddd aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトをを追追加加))] をクリックします。

重要
装置にはデフォルトのアカウントはありません。管理者アカウントのパスワードを紛失した場
合は、装置をリセットする必要があります。工場出荷時の設定にリセットする, on page 18を参
照してください。

AXIS FA54 Main Unit

https://www.axis.com/support
https://help.axis.com/access-your-device
https://help.axis.com/access-your-device
https://help.axis.com/axis-os-web-interface-help
https://help.axis.com/axis-os-web-interface-help
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インストール

プレビューモード

プレビューモードは、設置担当者が設置中にカメラビューを微調整する際に最適です。プレ
ビューモードでは、カメラビューにアクセスするのにログインする必要はありません。このモー
ドは、装置の電源投入から一定時間、工場出荷時の設定状態でのみ使用できます。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

このビデオでは、プレビューモードの使用方法について説明しています。

AXIS FA54 Main Unit
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デバイスを構成する

webインターフェースの概要

このビデオでは、装置のwebインターフェースの概要について説明します。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

Axis装置のwebインターフェース

さらに支援が必要ですか?

デバイスのWebページから内蔵のヘルプにアクセスできます。このヘルプでは、デバイスの機能
やその設定に関する詳細情報を提供しています。

細長いエリアを監視する

階段、廊下、道路またはトンネルなどの細長いエリアにおける視野をすべてよりよく活用するた
めには、Corridor Formatを使用します。

1. デバイスによって、カメラまたはカメラの3軸レンズの向きを90°または270°回転しま
す。

2. 装置がビューの自動回転を行わない場合は、[VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> IInnssttaallllaattiioonn ((イインンスストトーー
ルル))] に移動します。

3. 視野を90°または270°回転させます。

AXIS FA54 Main Unit
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モニターにライブビデオストリームを表示する

ネットワーク接続がなくても、カメラからHDMIモニターにライブビデオストリームを送信できま
す。モニターは、店内などで監視目的で使用したり、パブリックビューイングに使用したりでき
ます。

1. HDMIコネクターを使用して、外部モニターを接続します。
2. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[HHDDMMII]] で、HDMIの設定を開きます。
3. HDMI出力に表示する内容を選択します。[SSiinnggllee ssoouurrccee ((単単一一ののソソーースス))] を使用するに

は、必要なカメラを選択します。

注意
• HDMIに表示するために使用できるオプションは、接続されているセンサーユニット (光学

センサー、サーマルセンサー、またはこれらの組み合わせ) によって異なります。
• 接続されているセンサーの組み合わせを変更した後、メインユニットを再起動してくださ

い。

注

画像オーバーレイやテキストオーバーレイは、HDMI を使用して伝送するビデオストリー
ムには表示されません。

オーバーレイは、ビデオストリームに重ねて表示されます。オーバーレイは、タイムスタンプな
どの録画時の補足情報や、製品のインストール時および設定時の補足情報を表示するために使用
します。テキストまたは画像を追加できます。

最大限に詳細な画像を撮影する

重要
最大限に詳細な画像を撮影すると、ビットレートが増加し、フレームレートが低下する場合が
あります。
• 解像度が最大のキャプチャーモードを選択したことを確認してください。
• [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> SSttrreeaamm ((スストトリリーームム)) >> GGeenneerraall ((一一般般))] に移動し、圧縮率を可能な限り

低く設定します。

• ライブビュー画像で をクリックし、[[VViiddeeoo ffoorrmmaatt ((ビビデデオオ形形式式))]] で [[MMJJPPEEGG]] を選択
します。

• VViiddeeoo >> SSttrreeaamm >> ZZiippssttrreeaamm ((ビビデデオオ >> スストトリリーームム >> ZZiippssttrreeaamm))に移動し、[OOffff ((オオフフ))]
を選択します。

帯域幅とストレージ容量を削減する

重要
帯域幅を削減すると、画像の詳細が失われる場合があります。
1. [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> SSttrreeaamm ((スストトリリーームム))] に移動します。

2. ライブビューで をクリックします。
3. 装置がAV1をサポートしている場合は、[VViiddeeoo ffoorrmmaatt ((ビビデデオオ形形式式)) AAVV11] を選択します。

サポートしていない場合は [HH..226644] を選択します。
4. [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> SSttrreeaamm ((スストトリリーームム)) >> GGeenneerraall ((一一般般))] に移動し、[CCoommpprreessssiioonn ((圧圧縮縮

率率))] を上げます。
5. [VViiddeeoo >> SSttrreeaamm >> ZZiippssttrreeaamm ((ビビデデオオ >> スストトリリーームム >> ZZiippssttrreeaamm))] に移動し、以下の1つ

または複数の手順を実行します。
– 使用するZipstreamのSSttrreennggtthh ((強強度度))を選択します。

AXIS FA54 Main Unit
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– [OOppttiimmiizzee ffoorr ssttoorraaggee ((スストトレレーージジ用用にに最最適適化化))] をオンにします。この機能は、ビ
デオ管理ソフトウェアがBフレームをサポートしている場合にのみ使用できます。

– [DDyynnaammiicc FFPPSS ((ダダイイナナミミッッククFFPPSS))] をオンにする。

– [DDyynnaammiicc GGOOPP ((ダダイイナナミミッッククGGOOPP))] をオンにし、GOP 長を高い [UUppppeerr lliimmiitt ((上上
限限))] に設定する。

ビットレート制御

ビットレート制御で、ビデオストリームの帯域幅の使用量を管理することができます。

可可変変ビビッットトレレーートト ((VVBBRR))
可変ビットレートでは、シーン内の動きのレベルに基づいて帯域幅の使用量が変化します。シー
ン内の動きが多いほど、多くの帯域幅が必要です。ビットレートが変動する場合は、一定の画質
が保証されますが、ストレージのマージンを確認する必要があります。

最最大大ビビッットトレレーートト（（MMBBRR））
最大ビットレートでは、目標ビットレートを設定してシステムのビットレートを制限することが
できます。瞬間的なビットレートが指定した目標ビットレート以下に保たれていると、画質また
はフレームレートが低下することがあります。画質とフレームレートのどちらを優先するかを選
択することができます。目標ビットレートは、予期されるビットレートよりも高い値に設定する
ことをお勧めします。これにより、シーン内で活動レベルが高い場合にマージンを確保します。

1 目標ビットレート

平平均均ビビッットトレレーートト（（AABBRR））
平均ビットレートでは、より長い時間スケールにわたってビットレートが自動的に調整されま
す。これにより、指定した目標を達成し、使用可能なストレージに基づいて最高画質のビデオを
得ることができます。動きの多いシーンでは、静的なシーンと比べてビットレートが高くなりま
す。平均ビットレートオプションを使用すると、多くのアクティビティがあるシーンで画質が向
上する可能性が高くなります。指定した目標ビットレートに合わせて画質が調整されると、指定
した期間 (保存期間)、ビデオストリームを保存するために必要な総ストレージ容量を定義できま
す。次のいずれかの方法で、平均ビットレートの設定を指定します。

• 必要なストレージの概算を計算するには、目標ビットレートと保存期間を設定します。

AXIS FA54 Main Unit
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• 使用可能なストレージと必要な保存期間に基づいて平均ビットレートを計算するには、目
標ビットレートカリキュレーターを使用します。

1 目標ビットレート
2 実際の平均ビットレート

平均ビットレートオプションの中で、最大ビットレートをオンにし、目標ビットレートを指定す
ることもできます。

1 目標ビットレート
2 実際の平均ビットレート

逆光の強いシーンを処理する

ダイナミックレンジとは、画像内の明るさのレベルの差のことです。最も暗い部分と最も明るい
部分の差がかなり大きい場合があります。その場合、暗い部分か明るい部分の画像だけが見える
ことがよくあります。ワイドダイナミックレンジ (WDR) を使用すると、画像の暗い部分と明るい
部分の両方が見えるようになります。

WDRを使用していない画像。

kbit/s

s

1

2

kbit/s

s

1

2

AXIS FA54 Main Unit
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WDRを使用している画像。

注
• WDRを使用すると、画像にノイズが発生することがあります。
• WDRは、一部のキャプチャーモードでは使用できない場合があります。
1. [SSeettttiinnggss >> IImmaaggee >> WWiiddee ddyynnaammiicc rraannggee ((設設定定 >> 画画像像 >> ワワイイドドダダイイナナミミッッククレレンンジジ))]

に移動します。
2. WDR をオンにします。
3. [LLooccaall ccoonnttrraasstt ((ロローーカカルルココンントトララスストト))] スライダーを使用して、WDRの量を調整しま

す。
4. それでも問題が発生する場合は、[EExxppoossuurree ((露露出出))] に移動して [EExxppoossuurree zzoonnee ((露露出出エエリリ

アア))] を調整し、対象範囲をカバーします。
WDRとその使用方法の詳細については、axis.com/web-articles/wdrをご覧ください。

分析機能とアプリ

分析機能とアプリを使用することで、Axisデバイスをより活用できます。AXIS Camera Application
Platform (ACAP) は、サードパーティによるAxisデバイス向けの分析アプリケーションやその他の
アプリの開発を可能にするオープンプラットフォームです。アプリとしては、デバイスにプリイ
ンストール済み、無料でダウンロード可能、またはライセンス料が必要なものがあります。

Axisの分析機能とアプリのユーザーマニュアルは、help.axis.comから参照できます。

注
• 同時に複数のアプリケーションを実行できますが、互いに互換性がないアプリケーション

もあります。アプリケーションの特定の組み合わせによっては、並行して実行すると過度
の処理能力やメモリーリソースが必要になる場合があります。展開する前に、各アプリを
組み合わせて実行できることを確認してください。

AAXXIISS PPeeooppllee CCoouunntteerr

AXIS People Counterは、ネットワークカメラにインストールできる分析アプリケーションです。
アプリケーションを使用して、入り口を通過する人の数、通過する方向、および既定の間隔の間
に複数の人が通過した場合に数えることができます。また、この機能を使用して、現在エリアを
占有している人の数と平均訪問時間を推定することもできます。

アプリケーションはカメラに内蔵されているため、アプリケーションを実行するために専用のコ
ンピューターは必要ありません。AXIS People Counter は、店舗、図書館、ジムなど、あらゆる屋
内環境に適しています。

AXIS FA54 Main Unit
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占占有有率率のの推推定定ははどどののよよううにに機機能能すするるののででししょょううかか。。

アプリケーションを使用して、1つまたは複数の入口と出口のあるエリアの占有率を推定すること
ができます。各入口と出口には 、AXIS People Counterが設置されたネットワークカメラを装備す
る必要があります。複数のカメラがある場合は、各カメラはプライマリおよびセカンダリの構成
でネットワークを経由し、互いに通信します。プライマリカメラは、継続的にセカンダリカメラ
からデータを取得し、ライブビューにデータを表示します。15分ごとに、プライマリカメラが統
計データをAXIS Store Data Managerに送信します。その結果、AXIS Store Data Managerから生成
されるレポートで、最低15分の時間間隔でデータを示すことができます。

AXIS FA54 Main Unit
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webインターフェース

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースで利用可能なすべての機能と設定については、AXIS
OS Webインターフェースのヘルプに移動します。

AXIS FA54 Main Unit
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仕様

LEDインジケーター

スステテーータタススLLEEDD 説説明明

緑 正常動作であれば緑色に点灯します。

オレンジ 起動時に点灯し、設定の復元時には点滅します。

赤 ファームウェアのアップグレード失敗。

ネネッットトワワーーククLLEEDD 説説明明

緑 1Gbit/sネットワークに接続している場合、点灯します。ネットワークパ
ケットを送受信した場合、点滅します。

オレンジ 10/100Mbit/sネットワークに接続している場合、点灯します。ネット
ワークパケットを送受信した場合、点滅します。

消灯 ネットワーク接続なし。

電電源源LLEEDD 説説明明

緑 正常動作。

オレンジ ファームウェアアップグレード中は緑とオレンジで交互に点滅します。

SDカードスロット

注意
• SDカード損傷の危険があります。SDカードの挿入と取り外しの際には、鋭利な工具や金属

性の物を使用したり、過剰な力をかけたりしないでください。カードの挿入や取り外しは
指で行ってください。

• データ損失や録画データ破損の危険があります。SDカードを取り外す前に、装置のwebイ
ンターフェースからマウント解除してください。本製品の稼働中はSDカードを取り外さな
いでください。

本装置は、microSD/microSDHC/microSDXCカードに対応しています。

推奨するSDカードについては、axis.comを参照してください。

microSD、microSDHC、およびmicroSDXCロゴは、SD-3C LLCの商標です。
microSD、microSDHC、microSDXCは、米国および/または他の国々におけるSD-3C, LLCの商標ま
たは登録商標です。

ボタン

ココンントトロローールルボボタタンン

コントロールボタンは、以下の用途で使用します。
• 製品を工場出荷時の設定にリセットする。工場出荷時の設定にリセットする, on page 18を

参照してください。

コネクター

HHDDMMII™™ココネネククタターー

ディスプレイやパブリックビューモニターへの接続には、HDMITMコネクタを使用します。

AXIS FA54 Main Unit
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ネネッットトワワーークク ココネネククタターー

RJ45イーサネットコネクタ。

音音声声ココネネククタターー

本製品は、以下の音声コネクタを搭載しています。
• 音音声声入入力力 - モノラルマイクロフォンまたはラインインモノラル信号用 (左チャンネルはステ

レオ信号で使用) 3.5 mm入力。
• 音音声声出出力力 - 3.5 mm音声 (ラインレベル) 出力 (パブリックアドレス (PA) システムまたはアン

プ内蔵アクティブスピーカーに接続可能)。音声出力には、ステレオコネクタを使用する必
要があります。

3.5 mm音声コネクター (ステレオ)

1 2 3

1 チップ 2 リング 3 スリーブ

音音声声入入力力 マイク/ライン入力 アース

音音声声出出力力 ライン出力 (モノラル) アース

II//OOココネネククタターー

I/Oコネクターに外部装置を接続し、動体検知、イベントトリガー、アラーム通知などと組み合わ
せて使用することができます。I/Oコネクターは、0 VDC基準点と電力 (12 V DC出力) に加えて、以
下のインターフェースを提供します。

デデジジタタルル入入力力 -- 開回路と閉回路の切り替えが可能な装置 (PIRセンサー、ドア/窓の接触、ガラス破
損検知器など) を接続するための入力です。

デデジジタタルル出出力力 -- リレーやLEDなどの外部装置を接続します。接続された装置は、VAPIX®アプリケー
ションプログラミングインターフェースを通じたイベントまたは本装置のwebインターフェースか
ら有効にすることができます。

設定可能な6ピンターミナルブロック
1    2   3   4    5   6 

機機能能 ピピ
ンン

メメモモ 仕仕様様

DCアース 1 0 VDC

DC出力 2

補助装置の電源供給に使用できます。
注:このピンは、電源出力としてのみ使用できま
す。

12VDC
最大負荷 = 50 mA

設定可能 (入
力または出
力)

3–6 デジタル入力 – 動作させるにはピン1に接続し、
動作させない場合はフロート状態 (未接続) のまま
にします。

0～最大30 VDC

デジタル出力 – アクティブ時はピン1 (DCアース)
に内部で接続し、非アクティブ時はフロート状態
(未接続) になります。リレーなどの誘導負荷とと
もに使用する場合は、過渡電圧から保護するため
に、負荷と並列にダイオードを接続します。

0～30 VDC (最大)、
オープンドレイン、
100 mA

AXIS FA54 Main Unit
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例:

1 DCアース
2 DC出力12 V、最大50 mA
3 I/O (入力として設定)
4 I/O (出力として設定)
5 設定可能I/O
6 設定可能I/O

電電源源ココネネククタターー

DCコネクター。付属のアダプターを使用します。

RRJJ1122ココネネククタターー

RJ12コネクターは、センサーユニットとメインユニットの接続に使用します。

AXIS FA54 Main Unit
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トラブルシューティング

工場出荷時の設定にリセットする

重要
工場出荷時の設定へのリセットは慎重に行ってください。工場出荷時の設定へのリセットを行
うと、IPアドレスを含むすべての設定が工場出荷時の値にリセットされます。

本製品を工場出荷時の設定にリセットするには、以下の手順に従います。

1. 本製品の電源を切ります。
2. コントロールボタンを押した状態で電源を再接続します。製品概要, on page 4を参照して

ください。
3. ステータスLEDインジケーターがオレンジで点滅するまでコントロールボタンを15～30秒

間押し続けます。
4. コントロールボタンを放します。プロセスが完了すると、ステータスLEDが緑色に変わりま

す。ネットワーク上にDHCPサーバーがない場合、装置のIPアドレスのデフォルトは次のい
ずれかになります。
– AAXXIISS OOSS 1122..00以以降降のの装装置置:: リンクローカルアドレスサブネット（169.254.0.0/16）か

ら取得
– AAXXIISS OOSS 1111..1111以以前前のの装装置置:: 192.168.0.90/24

5. インストールおよび管理ソフトウェアツールを使用して、IPアドレスの割り当て、パスワー
ドの設定、装置へのアクセスを行います。
axis.com/supportのサポートページに、インストールおよび管理ソフトウェアツールが用意
されています。

装置のwebインターフェースを使用して、各種パラメーターを工場出荷時の設定に戻すこともでき
ます。[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス)) > FFaaccttoorryy ddeeffaauulltt ((工工場場出出荷荷時時のの設設定定))] に移動し、[DDeeffaauulltt
((デデフフォォルルトト))] をクリックします。

AXIS OSの現在のバージョンを確認する

装置の機能はAXIS OSによって決まります。問題のトラブルシューティングを行う際は、まずAXIS
OSの現在のバージョンを確認することをお勧めします。最新バージョンには、特定の問題の修正
が含まれていることがあります。

AXIS OSの現在のバージョンを確認するには:

1. 装置のwebインターフェース > [SSttaattuuss ((スステテーータタスス))] に移動します。
2. [DDeevviiccee iinnffoo ((デデババイイスス情情報報))] で、AXIS OSのバージョンを確認します。

AXIS OSをアップグレードする

重要
• デバイスソフトウェアのアップグレードでは、既定の設定とカスタマイズ設定が保存され

ます。Axis Communications ABは、新しいAXIS OSバージョンで機能が利用可能であって
も、設定が保存されることを保証できません。

• AXIS OS 12.6以降、お使いのデバイスの現在のバージョンからアップグレードバージョンま
でのすべてのLTSバージョンをインストールする必要があります。たとえば、現在インス
トールされているデバイスソフトウェアのバージョンがAXIS OS 11.2の場合、
デバイスをAXIS OS 12.6にアップグレードする前に、LTSバージョンであるAXIS OS 11.11を
インストールする必要があります。詳しくは、AXIS OS Portal: アップグレードパスを参照し
てください。

• アップグレードプロセス中は、デバイスを電源に接続したままにしてください。

AXIS FA54 Main Unit
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注
• アクティブトラックのAXIS OSの最新バージョンで装置をアップグレードすると、製品に最

新機能が追加されます。アップグレードする前に、AXIS OSと共に提供されるアップグレー
ド手順とリリースノートを必ずお読みください。AXIS OSの最新バージョンとリリースノー
トについては、axis.com/support/device-softwareにアクセスしてください。

1. AXIS OSのファイルをコンピューターにダウンロードします。これらのファイルはaxis.com/
support/device-softwareから無料で入手できます。

2. デバイスに管理者としてログインします。
3. [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >>[[AAXXIISS OOSS uuppggrraaddee ((AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド))]] に移動

し、[UUppggrraaddee ((アアッッププググレレーードド))] をクリックします。

アップグレードが完了すると、製品は自動的に再起動します。
AXIS Device Managerを使用すると、複数の装置を同時にアップグレードできます。詳細について
は、axis.com/products/axis-device-managerをご覧ください。

技術的な問題と解決策

AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド時時のの問問題題

AAXXIISS OOSSアアッッププググレレーードド失失敗敗

アップグレードに失敗した場合、装置は前のバージョンを再度読み込みます。最も一般的な理由
は、AXIS OSの間違ったファイルがアップロードされた場合です。装置に対応したAXIS OSの
ファイル名であることを確認し、再試行してください。

AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド後後のの問問題題

アップグレード後に問題が発生する場合は、[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))] ページから、以前
にインストールされたバージョンにロールバックします。

IIPPアアドドレレススのの設設定定でで問問題題がが発発生生すするる

IIPPアアドドレレススをを設設定定ででききなないい

• デバイス用のIPアドレスと、デバイスへのアクセスに使用するコンピューターのIPアドレ
スが異なるサブネットにある場合は、IPアドレスを設定することはできません。ネット
ワーク管理者に連絡して、適切なIPアドレスを取得してください。

• そのIPアドレスは別のデバイスで使用されている可能性があります。以下の手順で確認し
てください。
1. デバイスをネットワークから切断します。
2. コマンドウィンドウまたはDOSウィンドウで、pingコマンドとデバイスのIPアド

レスを入力します。
3. Reply from <IP address>: bytes=32; time=10...という応答を受取った場

合は、ネットワーク上の別のデバイスでそのIPアドレスがすでに使われている可能
性があります。ネットワーク管理者から新しいIPアドレスを取得し、デバイスを再
度インストールしてください。

4. Request timed outが表示された場合は、AxisデバイスでそのIPアドレスを使用
できます。この場合は、すべてのケーブル配線をチェックし、デバイスを再度イ
ンストールしてください。

• 同じサブネット上の別のデバイスとIPアドレスの競合が発生している可能性があります。
DHCPサーバーによって動的アドレスが設定される前は、Axisデバイスは静的IPアドレス
を使用します。つまり、デフォルトの静的IPアドレスが別のデバイスでも使用されている
と、デバイスへのアクセスに問題が発生する可能性があります。
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デデババイイススへへののアアククセセススのの問問題題

ブブララウウザザかかららデデババイイススににアアククセセススすするる際際、、ロロググイインンででききなないい

HTTPSが有効になっている場合、ログインを試行するときに正しいプロトコル (HTTPまたは
HTTPS) を使用していることを確認します。場合によっては、ブラウザのアドレスフィールドに
手動でhttpまたはhttpsを入力する必要があります。

rootアカウントのパスワードを忘れた場合は、デバイスを工場出荷時の設定にリセットする必要
があります。手順については、工場出荷時の設定にリセットする, on page 18を参照してくださ
い。

DDHHCCPPにによよっっててIIPPアアドドレレススがが変変更更さされれたた

DHCPサーバーから取得したIPアドレスは動的なアドレスであり、変更されることがあります。
IPアドレスが変更された場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用してデバイス
のネットワーク上の場所を特定してください。デバイスのモデルまたはシリアル番号、あるいは
DNS名 (設定されている場合) を使用してデバイスを識別します。

必要に応じて、静的なIPアドレスを手動で割り当てることができます。手順については、axis.
com/supportにアクセスしてください。

IIEEEEEE 880022..11XX使使用用時時のの証証明明書書エエララーー

認証を正しく行うには、Axisデバイスの日付と時刻をNTPサーバーと同期させなければなりませ
ん。[SSyysstteemm ((シシスステテムム)) >> DDaattee aanndd ttiimmee ((日日付付とと時時刻刻))] に移動します。

ブブララウウザザががササポポーートトさされれてていいまませせんん

推奨ブラウザの一覧は、を参照してください。

外外部部かかららデデババイイススににアアククセセススででききまませせんん

装置に外部からアクセスする場合は、以下のいずれかのWindows®向けアプリケーションを使用
することをお勧めします。

• AXIS Camera Station Edge：無料で使用でき、最小限の監視が必要な小規模システムに最
適です。

• AXIS Camera Station Pro:90日間の試用版を無料で使用でき、中小規模のシステムに最適
です。

手順とダウンロードについては、axis.com/vmsにアクセスしてください。

スストトリリーーミミンンググのの問問題題

ロローーカカルルククラライイアアンントトししかかママルルチチキキャャスストトHH..226644ににアアククセセススででききなないい

ルーターがマルチキャストをサポートしているかどうか、またはクライアントと装置の間のルー
ター設定を行う必要があるかどうかを確認してください。TTL (Time To Live) 値を上げる必要が
ある場合もあります。

HH..226644ののママルルチチキキャャスストト画画像像ががククラライイアアンントトでで表表示示さされれなないい

Axisデバイスで使用されたマルチキャストアドレスが有効かどうか、ネットワーク管理者に確認
してください。

ファイアウォールが表示を妨げていないかどうか、ネットワーク管理者に確認してください。

AXIS FA54 Main Unit

https://www.axis.com/support
https://www.axis.com/support
https://www.axis.com/vms


21

HH..226644画画像像ののレレンンダダリリンンググ品品質質がが悪悪いい

グラフィックカードで最新の装置ドライバーが使用されていることを確認してください。最新の
ドライバーは、通常、メーカーのWebサイトからダウンロードできます。

彩彩度度ががHH..226644ととMMoottiioonn JJPPEEGGでで異異ななるる

グラフィックアダプターの設定を変更します。詳細については、グラフィックカードのマニュア
ルを確認してください。

フフレレーームムレレーートトがが予予期期ししたたレレーートトよよりり低低いい

• パフォーマンスに関する一般的な検討事項, on page 22を参照してください。

• クライアントコンピュータで実行されているアプリケーションの数を減らします。
• 同時閲覧者の数を制限します。
• 使用可能な帯域幅が十分かどうか、ネットワーク管理者に確認します。
• 画像の解像度を下げます。
• 装置のwebインターフェースにログインし、フレームレートを優先するキャプチャーモー

ドを設定します。フレームレートを優先するようにキャプチャーモードを変更すると、
使用する装置と利用可能なキャプチャーモードによっては、最大解像度が低下すること
があります。

• Axisデバイスの電源周波数 (60/50Hz) によって、最大フレーム/秒は異なります。

ラライイブブビビュューーででHH..226655エエンンココーードド方方式式をを選選択択ででききなないい

WebブラウザーではH.265のデコーディングをサポートしていません。H.265のデコーディング
に対応した映像管理システムまたはアプリケーションを使用してください。

MMQQTTTTのの問問題題

MMQQTTTTオオーーババSSSSLLをを使使用用ししててポポーートト88888833経経由由でで接接続続ででききなないい

ファイアウォールは、ポート8883を使用する通信を安全ではないとみなし、ブロックします。

場合によっては、サーバー/ブローカーによってMQTT通信用に特定のポートが提供されていない
可能性があります。この場合でも、HTTP/HTTPSトラフィックに通常使用されるポート経由で
MQTTを使用できる場合もあります。

• サーバー/ブローカーが、通常はポート443経由で、
WebSocket/WebSocket Secure (WS/WSS) をサポートしている場合は、代わりにこのプロ
トコルを使用してください。サーバー/ブローカープロバイダーに問い合わせて、
WS/WSSがサポートされているかどうか、どのポートと基本パスを使用するかを確認して
ください。

• サーバー/ブローカーがALPNをサポートしている場合、MQTTの使用は443などのオープ
ンポートでネゴシエートできます。ALPNのサポートの有無、使用するALPNプロトコルと
ポートについては、サーバー/ブローカーのプロバイダーに確認してください。

デデババイイススのの動動作作にに関関すするる問問題題

フフロロンントトヒヒーータターーととワワイイパパーーがが作作動動ししてていいなないい

フロントヒーターまたはワイパーがオンにならない場合は、上部カバーがハウジングユニットの
底部に正しく固定されているか確認してください。

AXIS FA54 Main Unit
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このページで解決策が見つからない場合は、axis.com/supportのトラブルシューティングセクショ
ンに記載されている方法を試してみてください。

パフォーマンスに関する一般的な検討事項

システムを設定する際には、さまざまな設定や条件がシステムのパフォーマンスにどのように影
響するかを検討することが重要です。帯域幅 (ビットレート) に影響を与える要因もあれば、フ
レームレートに影響を与える要因もあり、両方に影響する要因もあります。

考慮すべき最も重要な要因:

• 画像解像度が高い、または圧縮レベルが低いと、画像のファイルサイズが増大し、結果的
に帯域幅に影響を及ぼします。

• GUIで画像を回転させると、本製品のCPU負荷が増加することがあります。
• 多数のMotion JPEGクライアントまたはユニキャストH.264/H.265/AV1クライアントによる

アクセスは帯域幅に影響します。
• 様々なクライアントが様々な解像度や圧縮方式が異なるストリームを同時に閲覧すると、

フレームレートと帯域幅の両方に影響を及ぼします。
フレームレートを高く維持するために、できる限り同一ストリームを使用してください。
ストリームプロファイルを使用すると、ストリームの種類が同一であることを確認できま
す。

• 異なるコーデックのビデオストリームへの同時アクセスが発生すると、フレームレートと
帯域幅の両方に影響が及ぼされます。最適な性能が実現するように、同じコーデックのス
トリームを使用してください。

• イベント設定を多用すると、製品のCPU負荷に影響が生じ、その結果、フレームレートに
影響します。

• 特に、Motion JPEGのストリーミングでは、HTTPSを使用するとフレームレートが低くなる
場合があります。

• 貧弱なインフラによるネットワークの使用率が高いと帯域幅に影響します。
• パフォーマンスの低いクライアントコンピューターで閲覧するとパフォーマンスが低下

し、フレームレートに影響します。
• 複数のAXIS Camera Application Platform (ACAP) アプリケーションを同時に実行すると、フ

レームレートと全般的なパフォーマンスに影響する場合があります。
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